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広
中
昇
平
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

ア
ワ
ビ
陸
上
養
殖
継
続
へ
の

市
の
対
応
は

問
三
谷
水
産
高
校
は
、
旧
市

民
プ
ー
ル
解
体
後
も
設
備

を
移
設
し
て
、
ア
ワ
ビ
陸
上
養

殖
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
と
思

う
が
、
市
の
対
応
は
。

答
旧
市
民
プ
ー
ル
管
理
棟
の

使
用
貸
借
契
約
満
了
後
も
、

現
在
の
設
備
を
使
っ
て
事
業
を

継
続
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
設

備
の
無
償
貸
与
等
の
支
援
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

解
体
工
事
の
進
捗
に
影
響
の
な

い
範
囲
で
、
設
備
移
転
の
日
程

も
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

消
防
団
の
今
後
は

問
機
能
別
消
防
団
員
制
度
導

入
へ
の
市
の
考
え
は
。

答
基
本
団
員
の
確
保
が
困
難

な
状
況
で
あ
り
、
災
害
活

動
を
重
視
し
た
本
制
度
の
早
期

導
入
を
検
討
し
た
い
。

来
本
健
作
（
無
会
派
）

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

18
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て

問
18
歳
ま
で
の
助
成
実
施
の

可
能
性
は
。

答
県
の
助
成
対
象
者
の
拡
充

や
実
施
市
の
増
加
等
、
情

勢
が
変
化
し
た
段
階
で
検
討
し

た
い
。
当
面
は
中
学
校
卒
業
ま

で
の
助
成
の
継
続
に
努
め
る
。

い
じ
め
相
談
窓
口
に

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
相

談
窓
口
開
設
の
考
え
は
。

答
い
じ
め
を
認
知
す
る
ア
ン

テ
ナ
の
一
つ
と
し
て
活
用

で
き
る
か
を
、
既
に
導
入
し
て

い
る
自
治
体
の
効
果
検
証
を
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

１　

給
食
費
無
料
化

２　

読
書
通
帳
の
導
入

３　

子
育
て
応
援
都
市
宣
言

喚
田
孝
博
（
自
民
党
市
議
団
）

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

の
見
直
し
を

問
要
援
護
者
登
録
台
帳
の
情

報
提
供
者
を
常
会
長
や
地

域
の
自
主
防
災
会
長
ま
で
拡
大

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
災
害
時
の
支
援
者
は
近
隣

住
民
な
の
で
、
地
域
の
支

援
体
制
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も

自
主
防
災
組
織
等
へ
の
情
報
提

供
は
必
要
で
あ
る
。
本
人
や
そ

の
家
族
、
総
代
、
民
生
委
員
、

地
域
支
援
者
の
意
見
を
聞
い
て
、

常
会
長
へ
の
拡
大
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
避

難
行
動
要
支
援
者
の
基
準

が
厳
し
い
と
思
う
が
、
見
直
し

の
考
え
は
。

答
基
準
の
見
直
し
は
対
象
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
、

総
代
を
は
じ
め
関
係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織

や
地
域
で
構
築
し
た
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
も
含
め
、

今
後
見
直
し
て
い
き
た
い
。

柴
田
安
彦
（
無
会
派
）

市
が
保
管
す
る
遺
骨
の
扱
い

に
つ
い
て

問
市
が
保
管
す
る
行
旅
死
亡

人
な
ど
引
き
取
り
手
の
な

い
遺
骨
を
埋
蔵
で
き
る
よ
う
ル

ー
ル
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
、
市
が
保
管
す
る
遺

骨
の
取
り
扱
い
の
規
定
は

な
い
が
、
長
期
保
管
は
望
ん
で

い
な
い
。
福
祉
事
務
所
と
協
議

し
、
適
正
な
保
管
期
間
と
そ
の

経
過
後
の
取
り
扱
い
等
を
定
め

ら
れ
る
よ
う
研
究
し
た
い
。

問
市
が
保
管
す
る
遺
骨
の
埋

蔵
先
と
し
て
、
ま
た
、
お

墓
の
継
承
者
の
な
い
人
や
将
来

の
負
担
が
心
配
な
人
の
た
め
に
、

斎
場
西
の
玉
ノ
木
墓
地
を
合
葬

墓
地
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答
市
内
の
墓
地
需
要
が
逼
迫

し
た
り
、
新
た
な
形
の
お

墓
や
市
営
墓
地
が
必
要
に
な
る

場
合
に
、
玉
ノ
木
墓
地
を
候
補

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

墓
地
整
備
の
あ
り
方
を
研
究
し

た
い
。

アワビの陸上養殖の様子

玉ノ木墓地


